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論文の内容の要旨
　肋π昭榊肋舳属さび菌はバラ科植物に寄生し，1）数細胞が縦に並んだ冬胞子を形成し，冬胞子には3個以上の
発芽孔を有すること，2）冬胞子柄の基部が肥厚すること，3）さび胞子堆がcaeoma状であること，および4）
精子器が表皮内生であることによって特徴付けられている。これらの肋κ昭刎肋㈱属さび菌を同定，識別するた
めには，夏胞子と冬胞子の形質が重要と考えらてきた。しかし，現在バラ属植物には約30種が寄生することが報
告されているが，これらが新種として記載されたときに，しばしば冬胞子における連続的に変化する量的特徴が
分類形質として採用されてきた。そのため独立種とされているいくつかの種で同定が困難となっている。そこで
本研究では，バラ属植物に寄生するP加昭例肋榊属さび菌の，ユ）さび胞子，夏胞子，冬胞子の質的および量的
な形態的特徴を観察・計測し，再検討すること，2）観察・計測した形態的特徴の変異パターンの共変動性を明
らかにすること，および3）共変動性を示す形態的特徴の分類形質としての有用性と，その分類形質によって分
類学的再検討を行うことを目的とした。そのため，本研究に使用した標本（基準標本を含む）は，世界の主要な
研究機関・標本庫から借用した。これらの標本を用いて宿主植物上での生活環を確認するとともに，光学顕微鏡
および走査型電子顕微鏡を用いて，さび胞子，夏胞子，冬胞子の形態を観察し，計測した。これらの観察・計測
結果を比較検討したところ，生活環のタイプ，さび胞子表面構造，夏胞子表面構造，夏胞子発芽孔壁の肥厚の有
無，冬胞子の形状，冬胞子先端突起の形状，冬胞子壁の着色の有無，冬胞子柄の吸水性部分の形状およびその表
面構造が分類形質として有効であると推定された。しかしこれまで分類に用いられていたさび胞子の発芽孔の分
布パターン，さび胞子の形，夏胞子の大きさ，夏胞子の発芽孔の数と分布パターン，夏胞子の形，糸状体の大き
さと形，冬胞子の大きさ，冬胞子の発芽孔の数と分布パターン，冬胞子の吸水性部分の形は有効な分類形質とし
ては使用できないことが明かとなった。そして，さび胞子，夏胞子，冬胞子に認められた有効な分類形質の組み
合わせにより，観察した標本は13群に区分された。しかし，これら13標本群のうち，1群は多数の標本を含んで
いたため，さらに量的な形質を用いて主成分分析を行った。その結果，採用したユ4の量的な形質だけでは，対象
とした標本群内に明瞭な亜群が認められなかった。しかし，主成分分析で得られた分散図に冬胞子の細胞数や形
状の質的形質をプロットすることによって，対象標本群内に3亜群が存在することが推定でき，これら3亜群も
一186‘
独立した分類群となり得ると考えられた。このように独立分類群と推定された15標本群を，これまでに記載・報
告されている種の原記載および基準標本と比較検討したところ，14標本群はそれぞれR脇〃6舳㈱，R
6ゴ脇舳0榊㈱，P伽狗舳θ，P肋肋肱P肋燃肋α挽αθ，P舳6舳α左舳，Pγ0脇一伽θ舳伽Pκ0∫α榊0∫6肋娩Pκ0脇一
舳／柳0舳，Pプ0∫αθ一0脇加挑，P〆03αθ一閉go螂，P〆o∫ゴ60Zα，P吹6ゴo∫㈱，只肋θ舳肋榊に対応することが明らかと
なった。したがって，それらを独立種とすることが妥当であると判断した。また，ユ標本群はこれまでに記載・報
告されている種と対応しなかった。したがって，この標本群は新種とするのが妥当と考え，Pκo脇拙α昭㈱ゐと
命名した。さらに，本研究では標本を観察することができなかったが，原記載とその後公表された胞子の写真か
らPんα∫〃o肋ゴも独立種と考えた。以上のように，本研究の結果，これまで約30種とされていたバラ属植物に寄生
する肋γ昭閉肋舳属さび菌を16種に整理することが妥当であると考えられた。そしてこれら16種について新たに
記載し，その宿主植物や地理的分布を明らかにするとともに検索表を作成した。
審査の結果の要旨
　現在，バラ属植物には約30種P伽α醐肋舳属さび菌が寄生し，大きな被害を与えている。しかし，これらの種
の識別には，胞子の大きさなどの量的形質が用いられているため，種の同定が非常に困難となっている。そのた
め，本研究では，世界各地から多数の標本を収集し，バラ属植物に寄生する肋κα騨肋㈱属さび菌の，さび胞子，
夏胞子，冬胞子の質的および量的な形態的特徴を観察・計測し，その変異を明らかにして，分類形質としての評
価を行うとともに，有効な分類形質を明らかにして，分類学的再検討を行うことを目的として行ったものである。
このため，世界の主要な研究機関・標本庫から借用した標本を用いて，宿主植物上での生活環を確認するととも
に，光学顕微鏡および走査型電子顕微鏡を用いて，さび胞子，夏胞子，冬胞子の形態を観察し，計測している。そ
の結果，生活環タイプ，さび胞子表面構造などの9の質的形質が分類形質として有効であることを明らかにし，こ
の組み合わせにより，観察した標本は，13の標本群に識別できることを明らかにしている。さらに，この中の1
標本群については，量的な形質を用いて主成分分析を行い，最終的には，全ての標本は15の標本群に識別できる
ことを明らかにしている。そして，これらの標本群と種との関係を明らかにするため，基準標本や，種の原記載
などと比較を行い，これらの標本は，新種1種を含む15種とするのが妥当であると結論している。また，これら
の標本には含まれない1種の存在も認め，バラ属植物に寄生するP版昭刎肋榊属さび菌を16種に整理している。
そして，これら16種について新たに記載するとともに，その宿主植物や地理的分布を明らかにしている。
　以上のように，本論文は，バラ属植物に寄生するP伽昭物滅㈱属さび菌の分類や同定にとって大変高く評価さ
れるものであるとともに，さび菌の分類学の発展にも大きく貢献するものであると判断する。さらに，これらの
さび菌による病害が発生した場合，病原菌の識別が可能となり，その防除のための基礎研究としても大変重要で
ある。
　よって，著者は博士（農学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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